










長期に羊水流出が続き,羊水過少に陥いると Potter 様顔貌,肺低形成,子宮内発育遅延

(IUGR),四肢異常を呈することがあり,Oligohydra-mnio's syndrome 又は Oligohydramnion 

tetrad と呼ばれている。重症例では,その肺低形成のため人工換気管理下でも生後数時間

で死亡することも稀ではない。未熟児出生予防の観点から陣痛を抑制し,妊娠継続の努力が

強く望まれている今日本症候群の発症は大きな問題である。今回は羊水過少,肺低形成を呈

するモデルとしてのPotter's syndromeと3週間以上の長期破水例について,臨床的検討及

び肺重量,肺 DNA 量,radial alveo-lar count(RAC)の測定を行なった。 


